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と, 脳波は大体一定の順序で変化して行 く｡ この変化の pattern を利用することによって脳圧迫の強さを






ち脳の phospholipid , 特に lecithin および cephalin の含有量が脳損傷後著明に減少し, この減少の度
合が動物の症状特に意識障害の程度とほぼ並行して変化することが判明した｡
そこで若者は, 脳損傷ネコに対して lecitlin 生合成の補酵素たる C ytidine-nuelcotide 特に C ytidine-
diphosphate-cllOline (C O P -choline) を治療手段として授与することを試みた｡
亜急性脳損傷ネコに対して C D P -choline を授与して, その効果を脳波および映画の記録によって追求
したが, この物質が動脈内に注入された場合も静脈内に注入された場合も, 意識状態, 一般症状および脳
波所見がかなり改善されることがわかった｡ 特に意識障害の程度が比較的強くない動物では効果はより著
明であった｡ また意識障害の深い動物では, 脳波上での改善はあまり見られなかったが, 症状の改善があ
る程度までは見られた｡ しかしこの効果の持続時間は短かく, 40分ないし1時間程度であった｡
脳損傷ネコの死亡率を C D P -choline 投与でどの程度改善することができるか, 従来より行なわれてぎ
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た脳外傷に対する治療法と比較しつつ検討した｡ 実験動物は 5群に分けられ, 各群とも脳損傷後 1 時間経





(3) C D P -choline 単独投与群
(4) C D P -cholnie 投与および低体温群
(5) C D P -cooline 投与および高張糖液による O sm otherapy 秤
および無処置 (対照) 秤
そして各々につき生存率の推移を観察した｡ 脳損傷後 1週間観察した結果では, 第 2群および第 4 群
の低体温を施行した群において, 統計的にかなり良好な結果が得られた｡ しかし, 第 3群の C D P -choline
単独投与群も, 実験条件を考慮に入れれば, 良好な結果が得られるものと期待し得る｡
著者の結論として, C D P -choline投与は, 脳損傷の治療の有効な手段の一つとなり得るものと考えてい
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
共同研究者の小沢の研究で脳損傷の時に脳のレチチンの減少することがわかったので, レチチン生合成
の補酵素たる C ytidine-diphosphate-choline (C D P コリン) を脳外傷の治療に試みたのが著者の研究で
ある｡
亜急性脳損傷ネコにこの物質を頚動脈または全身静脈のなかに注入すると意識状態, 一般症状および脳
波所見がかなり改善される｡ とくに意識障害の程度のあまり強 くない動物で効果が著明である｡ しかし効
果の持続は40分ないし1時間であった｡
なお, 脳損傷ネコの死亡率を改善するには C D P コリンの投与と同時に低体温法を行なうのがもっとも
効果的である｡
このように本研究は学術的に有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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